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【総括】  
 2018年に始めて日本代表チームが参加することになった、この大会。選手もコーチも手探りの中
で不安のチャレンジとなった。しかし、その中でRoad to Wimbledonは、大会のレベルは非常に高い
ものの、趣旨が、目先の勝利を追うのではない育成と経験に重きを置く大会だということを知ること
ができた。 
 それは、大会最終日のクリニックで繰り返し、ティム・ヘンマンや、ヘッドコーチのダン・ブロクスハ
ムも言っていた言葉「勝つことが重要ではない、自分を100%出し切ることと、それを確認していくこと
」という言葉にも集約されている。 
 またスタッフの方々や各国の選手、コーチたちの雰囲気や態度も、ポイントや勝利重視の大会と
は、少し異なり、試合中は非常に真剣なものの、オフの時間は情報交換や練習試合を行いながら
、皆で大会を盛り上げるために協力する、和やかな大会だった。 
 そして何より重要な点は、日本の14歳の少年少女たちが、イギリスの選手たちですら、 
選ばれた一部の選手が年に２回しか立ち入ることを許されない聖地に立ち、プレイする経験を得ら
れた事だ。さらに今回は、神谷コーチの交渉で、ダン・ブロクスハム ヘッドコーチに特別にツアーを
して、いただいた。グラスコート佐賀テニスクラブとＡＥＬＴＣの関係や、日本が第1回目の参加という
こともあり、選手たちがインタビュールームに着席したり、センターコートのアプローチに立つという
、特別なはからいも受けることができた。 
 2019年の開催の継続も決定。今後とも日本中のウインブルドンを目指す選手たちに 
この素晴らしさを伝えていきたい。 

2018年8月 

Road to Wimbledon Final 遠征 報告書 

●大  会 名：Road to wimbledon 2018 Final 
●会     場：オールイングランド・ローンテニス・アンド・クロケー・クラブ（アオランギ・コート） 
●期     日：2018年8月13日ー19日（滞在日8月10日ー19日） 
●種       目：14歳以下 少年少女シングルス、ダブルス 



スケジュール概要① 

●06:30        起床 

 

●07:00    ランニング 

 

●08:00        朝食 

 

●08:30    迎車 第1便（要・時間交渉） 
  09:00         迎車 第2便（要・時間交渉） 
 

●09:30         練習開始 

 

●10:30         試合開始 

 

●15:00 

       ｜     ホテルへ送車（要・時間交渉） 
  18:00 

 

●19:00         夕食 

 

●20：00    ミーティング（オーダーオブプレイ確認） 
 

●21:00         就寝 

         

     



スケジュール 概要② 
●8/12日 サインイン日 
  ・午  前：悪天候のためReyn’s parkの練習コートにて練習 
  ・午  後：AELTCのアオランギコート入り、サインインと試合内容の確認。 
  ・夕  方：Countyクラスの大会のみで、Regionalクラスの試合はなし。 
 
●8/13日 大会1日目 
  ・午   前：悪天候のためReyn’s parkの練習コートにて練習。. 
     ・午   後：AELTCのアオランギコート入り、練習から試合。 
        ラウンドロビン予選１試合目。 
  ・夕  方：17:00頃 シャトルバスにてホテルへ。 
 
●8/14日 大会2日目 
  ・午   前：朝9:30頃からAELTCアオランギコートで練習。. 
     ・午   後：ラウンドロビン予選２日目 17:00頃まで。 
  ・夕  方：お土産ショップ下見。18:00頃 シャトルバスでホテルへ。 
 
●8/15日 大会3日目 
  ・午   前：やや天候が悪いが朝からAELTCアオランギコートで練習可能。 
        11時45分から一斉にコートイン。.ラウンドロビン最終日。 
     ・午   後：ダブルス開始。 
  ・夕  方：18:00頃 シャトルバスでホテルへ。 
 
●8/16日 大会4日目 
  ・午   前：朝より雨天。直接、AELTC入り。練習なし。. 
     ・午   後：AELTC インドアコート、Reyn’s park インドアコートで、本戦開始。 
        （女子は本戦1回戦。男子は見学） 
  ・夕  方：18:00頃 シャトルバスにてホテルへ。 
 
●8/17日 大会5日目 
  ・午   前：.朝9:30頃からAELTCアオランギコートで練習。. 
        男子・女子ともに敗退してしまったため、午前中は見学と待機。 
     ・午   後：14:00頃からダンコーチによるウインブルドン特別ツアー。 
  ・夕  方：16:00-18:00 AELTCインドアコートにて練習。18:30シャトルバスでホテルへ。 
 
●8/18日 大会6日目（最終日） 
  ・午   前：朝.10:30～ ティム・ヘンマン、ジェイミー・ベイカー、ダン・ブロクスハムに 
        よるクリニック。 
     ・午   後：15:30頃 表彰式 
  ・夕  方：16:00～18:00 AELTC インドアコート貸し切りにて練習。 
 
●8/19日 移動日 
  ・午   中：8:00～10:00 AELTCインドアコート貸し切りにて練習。. 
     ・午   後：ウインブルドン駅近辺散策。昼食。 
  ・夕  方：16:00～17:00 ホテルより空港へ。 



大会結果① 



大会結果② 



大会結果③ 



大会結果④ 



大会結果⑤ 



大会結果⑥ 



大会結果⑦ 



大会結果⑧ 



大会結果⑨ 



大会結果⑩ 



大会結果⑪ 



大会風景① 

雨天時の練習コートとして活用されるReyn’s 

Park。AELTCから車で20分程度。 

雨天時には防水シートがかけられます。 

引率コーチも体験。 

移動は10名乗りのミニバン。定員があるため、
随時、時間の交渉が必要。 

毎日、サイン・インが必要。プラクティスコート
も天候によって毎日変更あり。 

オーダーオブプレイ。コートは毎日、直前まで決
まらないため、選手が各自、確認が必要。 

早朝は交通が少ないため、近所のMorden 

Parkまで、毎日ロードワーク。 



大会風景② 

この大会のために新調したチームウェアで、 

集合写真。 
奥野選手は、予選２勝１敗で通過。本戦トーナメ
ントへ進出。本戦トーナメントは１回戦敗退。 

吉村選手は、予選０勝３敗。残念ながら本戦ト
ーナメントには進出できず。 

佐藤選手は予選１勝２敗。残念ながら本戦トー
ナメントには進出できず。 

安高選手は、予選２勝１敗。本戦トーナメントに
進出。本戦トーナメントは１回戦敗退。 

大会参加中はロンドンだけでなく、イギリス全土
からも観客が訪れる。 



大会風景③ 

大会クリニックは国別代表の選手と、地元で選
ばれた選手たちのみが参加可能。 

クリニックのコーチは、ティム・ヘンマン、ダン・ブ
ロクスハム、ジェイミー・ベイツ氏。そして各国の
コーチ達も参加が必須。 

クリニックはコーディネーションが半分。ボール
を打つトレーニングが半分程度。 

各国のコーチも自国の選手だけでなく、他国の
選手や地元の選手たちを教えるため、英語の
高い能力が必須。 

日本チームは帰国した直後に大会がある選手
もいるため、インドアコートを借りて最終日まで
練習。 

AELTCのインドアコートは、ハードとカーペット
があるために、臨機応変の対応が必要。 



大会風景④ 

空き日にウインブルドンヘッドコーチのダンによ
る、日本チームの特別ツアー。 

美しい景観の５番コート前より。 

賞金の受け取り場所。 ロイヤルボックスからセンターコートを望む。 

インタビュールームではダンの粋な計らいで、 

一般ツアーの観光客の前で着席し、紹介。 

AELTCのクラブハウス正面、ロビーにて。 



大会風景⑤ 

羽田空港に集合。出発前に集合写真。 宿泊するホテルAntoinette Hotelの外観。 

ホテルのシングルルーム内装。選手が宿泊す
るツインルームは十分なスペースがある。 

朝食は毎日ホテルで。かなりボリュームあり。 

Hotel近辺には多くのレストランあり。日替わり
で様々なレストランを楽しむことも可能。 

最終日、成田到着。１０時間以上の移動に、選
手たちもへとへと。 



◆神谷勝則 Facebook 

https://www.facebook.com/katsunori.kamiya.94 

 

◆緒方貴之 Facebook 

https://www.facebook.com/profile.php?id=100004898559236 

●引率者 Facebook 


